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 近年、インターネット接続が可能な携帯電話が爆発的なスピードで普及しており、インターネット

アクセスが日常的なものとなった。しかし、携帯電話からのインターネットアクセスによって得られ

る情報は、ＰＣからのアクセスに比べると圧倒的に少ないのが現状である。これは、多くのＰＣ向け

Web ページが携帯電話から表示できないことに起因する。そこで本研究では、ＰＣ向け Web ページの

情報を携帯電話からでも容易に取得することを可能とするシステムの構築を試みた。システムの構築

においては、操作性や表示方法など、モバイルユーザのニーズを特に考慮している。なお、本システ

ムでは、ユーザのリクエストに応じて動的にページを作成する必要があるため、JSP(Java Server 
Pages)の技術を利用した。 
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In late years, cellular phones that can access the Internet have spread explosively. However, the 
amount of information obtained from the Internet access using cellular phones is by far smaller 
than that obtained from the Internet access using PC. This arises from that cellular phones can 
not display a lot of web pages for PC. In this paper, we implement a system that enables 
acquisition of information from web pages for PC using cellular phone easily. 
 
 
1. はじめに 

 近年、インターネット接続が可能な携帯電話

が爆発的なスピードで普及している。2003 年

12 月末時点で、携帯電話の契約数は 7900 万

強であるが、このうちインターネット接続可能

な携帯電話は 6700 万を超え、全携帯電話契約

数に対する割合は約 85%にもなっている[1]。† 
NTT ドコモがサービスを行っている i モード
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の契約数は 2003年 12月末現在で 4500万を突

破し、世界最大級のインターネットサービスプ

ロバイダーにまで成長した。また、第三世代携

帯電話のサービスが普及しつつあり、現在では

最大 2.4Mbps でのパケット通信を行うことも

可能となっている。このような背景から、携帯

電話によるインターネットへのアクセスは日

常的なものとなりつつあり、利用用途は電子メ

ールのみならず、ニュースや娯楽情報等の情報

サービス、チケット購入や銀行取引等の電子商

取引、着信用の音楽やゲームのダウンロードな

ど、非常に多様化している。それにともない、

携帯電話で利用できる専用サイトの数が増加

しているが、未だ携帯電話ユーザ向け専用サイ

トは Web 全体の 1%以下であり、必要な情報
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を手に入れられない場合も多い。このような問

題を解決するため、一般のＰＣ向けサイトを、

携帯電話をはじめとするモバイル端末向けに

加工、配信する技術に関して、様々な研究が開

始されている[2][3][4][5]。文献[5]などでも指

摘されているように、モバイルユーザ向けの情

報提供サービスを実現するためには、ユーザが

欲しい情報を簡単に得られるような情報選別

技術が重要となる。なぜなら、携帯電話等のモ

バイル端末は画面が小さく、キー入力が不便で

あり、さらに基本的には受信パケットごとに課

金されるからである。 
本稿では、Web 上にある情報を加工するこ

とにより、携帯電話からでも Web 上の情報を

容易に取得できるシステムの構築を試みた。本

システムにより、モバイルユーザは今までとほ

とんど変わらない要領・コストで、今まで以上

に多くの情報を手にすることが可能となる。 
 
 2. モバイルユーザ向けの情報配信 

前節で述べたとおり、全携帯電話契約数の約

85%にあたる 6700 万人強が i モードなどのモ

バイルインターネットサービスを利用してい

る。しかしこれだけ多くのユーザがいるにもか

かわらず、携帯電話専用サイトは Web 全体の

1%以下である。しかも、携帯電話のキャリア

ごとに見ることのできるサイトは分かれてい

る場合が多く、実際にモバイルユーザが見るこ

とのできるページはさらに少ないことになる。

従って、携帯電話によるインターネットアクセ

スでは必要な情報を手に入れられない場合も

多い。このような問題点を解決するため、一般

のＰＣ用サイトを携帯電話からでも利用可能

となるシステムの構築を目指すこととした。も

し、PC 用サイトを携帯電話でも利用できるよ

うになれば、モバイルユーザにとって、今まで

以上に価値ある情報を手にすることが可能と

なる。 
 2.1 携帯電話の現状と携帯電話によるイン

ターネット利用時の問題点 

一般のＰＣ用サイトを携帯電話からでも利

用可能とするシステムの構築に向け、まず、携

帯電話の現状や携帯電話から PC 用サイトを

利用する際の問題点、およびその対策法を調査

した。すべての携帯電話からアクセスできるよ

うな汎用なシステムにするには、以下に述べる

ような点に留意する必要がある。 
 2.1.1 ブラウザの大きさ 

PC 用サイトは、最低でも VGA (640×480
ピクセル) 程度の解像度を想定して作成され

ている場合が多いが、携帯電話では、横幅 120
ピクセル程度の機種が多く、一画面に収まるデ

ータの量はかなり少なくなる。従って、情報を

表示する際は、携帯電話の小さい画面でも見や

すくする工夫が必要となる。 
 2.1.2 ファイルサイズ 

携帯電話のブラウザは、1 回に読み込めるフ

ァイルのサイズに制限があり、5KB 以内に制

限されている機種も存在する。しかし、ＰＣ用

サイトの多くは 5KB 以上であるため、携帯電

話で表示させるためには、なるべく無駄なもの

は削除し、ファイルサイズを小さくしなければ

ならない。 
 2.1.3 タグの記述言語 

どのキャリアでも区別無く利用可能な汎用

サイトを作成するために最も考慮しなければ

ならないのは、タグの記述言語である。各キャ

リアが使用する言語は、i モードが i モード対

応 HTML、EZweb が HDML と XHTML Basic、
Vodafone live! がボーダフォンライブ！向け

HTML となっている。このように、それぞれ

のキャリアごとに違った言語を使用している

ため、キャリアごとの専用サイトが存在するの

である。ただし、i モード対応サイトを作成す

れば、EZweb や Vodafone live! からでもある

程度表示することは可能である。 
 2.1.4 入力インターフェイス 

PCであればキーボードやマウスを使うこと

ができるが、携帯電話には十数個のボタンしか

ない。そこで入力フォームを作るときは、ユー

ザになるべく負担がかからないような工夫が

必要になる。 
 2.1.5 料金システム 

携帯電話からインターネットに接続する場

合の料金システムは、多くの場合パケット課金

方式を採用している。一番高いもので、パケッ

ト料金は 0.3 円／パケットになる。この場合、

1 パケットは 128 バイトであるため、5KB の
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ページを見るためには 12 円かかる計算になる。

そこで情報を提供する時には、利用者になるべ

く料金的負担のかからないような工夫をしな

ければならない。 
 2.2 モバイルユーザのニーズ 

次に、モバイルユーザに的確に情報を配信す

るために、モバイルユーザの要求がどのような

ものであるか検討した。以下に述べる、これら

の要求を満たしていくことにより、システムの

完成度が高まることが期待される。 
 2.2.1 提供する情報の内容 

外出先での使用が想定されるため、その時点

で欲しい情報が多く含まれているリアルタイ

ムな Web ページでなければならない。 
 2.2.2 操作性 

2.1.1 や 2.1.4で述べたとおり、PC と比較

すると画面サイズが小さく、キー操作が不便な

ため、情報を提供する場合には、内容を見やす

く、簡単な操作で的確な情報を配信する必要が

ある。 
 
3. Web ページの加工 

3.1 JSP (Java Server Pages) 

目標とするシステムを実現するには、ユーザ

から要求されたページを携帯電話で参照でき

る形に加工し、その結果を表示する技術が必要

となる。そのような技術はいくつかあるが、本

システムでは、Java 言語を利用してサーバ上

で動的に Web ページを生成し、ユーザに送信

することのできる JSP の技術を用いる事とし

た。JSP では図１のように、HTML ファイル

の中に Javaプログラムを埋め込んでおくこと

によって、ユーザの要求に応じてプログラムを

実行し、処理結果のみをユーザに送信すること

ができる。 
 
 
 
 
 

                                                 
 
 
 

図１．JSP の概要 

以下に、JSP を使用するメリットを幾つか

紹介する。 
・ JSP は Java 環境の上で動作するため、

Java がすでにもっている豊富なライブラ

リを使ってシステムを作成する事ができ

る。従って Web ページの加工を、柔軟に

行うことが可能となる。 
・ JSP で処理した結果は通常の HTML 形式

になるため、汎用的に表示可能なタグのみ

を使用することにより、汎用サイトの作成

が可能となる。 
・ CGI は、要求のたびに Web サーバから外

部プログラムを呼び出して個別に実行プ

ロセスを起動しなければならない。しかし、

JSP が動作するのはあくまでコンテナ内

部になるため、プロセスが一つになり、要

求のつどプロセス内部で個々が実行され

ることになる[6]。そのため、リソースの消

費が少なく、ユーザ数の増加にも比較的強

い耐性が期待できる。 
・ Java は、あらかじめプログラムをコンパ

イルしておくことが可能であるため、処理

効率が良い。また JSP の場合、一度呼び出

されたプログラムはメモリ上に常駐する

ため、2 度目以降の要求ではプログラムの

呼び出し自体にかかるオーバヘッドがな

い。すなわち、ユーザに情報を提供する時

間を高速化することができる。 
 3.2 プロトタイプの作成 

 これまでの検討を踏まえ、まず簡単な Web
ページの加工を行うプロトタイプシステムを

作成した。このプロトタイプでは、最初に正規

表現1（マッチング処理をするためにパターン

を表現するもので、強力なテキスト処理が可能

となる仕組み[7]）を用いて、Web ページのソ

ースをタグとコンテンツに分け、それぞれを可

変長の配列に格納する。その後、各配列に格納

されたデータを加工して表示する。以下に、デ

ータの加工例を二つ示す。 

JSP Webブラウザ 
HTML 

コンテンツ

要求 

 例１: ページ内のタグを全て削除して表示

する。この場合、ファイルサイズを抑える効果Java 

プログラム  送信 
1 JDK1.4 より正規表現が標準でサポートされ

ている。 
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は高く、ある程度内容の把握も可能であるが、

表示結果（図２(a)）からもわかるように、Web
コンテンツとしては物足りないものとなって

しまう場合が多い。 
 例2 : ページの内容を例1よりもユーザに伝

えやすくするために、携帯電話でも使用可能な

HTML タグの中から、特に重要度が高いと思

われるものだけを利用することとした。 
利用するタグ 

・<html>・<head>・<title>・<body> 
・<br>・<hr>・<a>・<form> 

利用しなかったタグの中でも、alt 属性が含ま

れるものは、その内容を示している場合が多い

ので、alt 属性の中身だけを内容として表示さ

せた。画像はファイルサイズが大きい場合が多

く、携帯電話で表示させるのは困難であるため

削除を行った。しかし、画像は重要な意味を持

つことが多いため、alt 属性のない場合でも、

ファイル名を表示することにより、どのような

画像が存在したかを示す手掛かりを残すこと

とした（ただし、gif 画像はページのレイアウ

ト構成のために用いられることが多いため、

alt 属性がある場合かリンクが張られている場

合で無い限り削除することにした）。さらに内

容と画像を区別するため、画像には記号（☆マ

ーク）を付けることにした。 
 この加工をすることにより、ファイルのサイ

ズを抑えつつ、そのページの内容を伝えるのに

十分な表示を行うことができた。加工後の表示

例を図 2(b)に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(a)                      (b) 

図２．表示結果の違い 
 

 4. モバイルユーザ向け情報配信システ

ムの構築 

 4.1 GoogleAPI を利用した情報検索システ

ム  
 前節で作成したプロトタイプシステムでは

URL を直接入力する必要があるため、参照し

たいページの URL を知らないと、そのページ

の情報を手に入れることができない。何より

URL の入力は、モバイルユーザに多くの負担

をかけてしまう。そこで、GoogleAPI[8][9]を
導入することによって google のデータベース

を利用し、通常のＰＣ向け検索エンジンと同じ

ように、キーワードによる検索ができるように

した。GoogleAPI を利用することによって、

google の検索結果とほぼ同様の情報を取得す

ることが可能であるが、本システムでは、最低

限必要であると思われる URL 、Title、
Snippet(検索文字が含まれる断片データ)のみ

を検索結果として表示することにした。 
本システムにより、携帯電話から通常のＰＣ

向けサイトを検索することが可能となるため、

ＰＣを利用した場合とほぼ同様の Web 情報を

取得することが可能となる。実際の表示例を図

3 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3．表示結果 
 
  
 4.2 システムの改良 

 既に述べた通り、携帯電話では受信パケット

量に応じて料金が掛かるため、なるべく安い料

金で目的の情報を取得させるための工夫が必

要となる。この点を考慮した改良点を以下に述

べる。 

 4.2.1 ページ分析機能 

 目的とする情報がどのページに含まれてい

るかをユーザが判断する手掛かりとして、ペー
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ジ分析の結果を表示することにした。以下に、

ページ分析し表示する内容を示す。 
・ Link(Local)/Contents－リンクとコンテン

ツがそれぞれどの程度含まれるか、またリ

ンクの中で内部リンクがいくつ含まれて

いるかをカウントして表示する。この情報

は、検索されたページが、内容の多く含ま

れるページなのか、それともリンク集（的

ページ）なのかをユーザが判断する際に非

常に重要な手がかりとなる。 
・ PageSize－ページのファイルサイズをKB

単位で表示する。加工後のページでもファ

イルサイズが 5KB を超え、利用機種によ

っては表示できない可能性がある。そこで、

ファイルサイズが 5KB を超えた場合

は、”caution!!” と表示し、ユーザに注意を

促すこととした。 
 4.2.2 フレームページの処理 

調査の結果、上位に検索されるページにはフ

レームが含まれるページが非常に多いことが

わかった。ところが、携帯電話ではこの機能を

サポートしていないため、ページ分析を行った

際に、もしフレームが含まれていたら各フレー

ムにリンクを張って表示することにした。 
 4.2.3 絞込み検索機能 

 検索結果は、上位の五件のみを表示すること

にした。しかし、目的の情報がその中に含まれ

るとは限らない。そこで検索結果を表示した最

後に、絞り込み検索機能を追加した。絞込み検

索とは、現在の検索結果をさらに別のキーワー

ドで検索することで、目的のサイトを見つけや

すくする機能である。 
 
 5. システムの概要 
 ここで、システムの概要を述べる。本システ

ムには次のような特徴がある。 
・ 携帯電話の Web ブラウザから要求を受け

付け、結果を携帯電話の Web ブラウザが

解釈できる HTML として返す 
・ Web ブラウザとの通信には HTTP (Hyper 

Text Transfer Protocol)を使用する 
完成した本システムは Web サーバ、アプリ

ケーションサーバ、データベースサーバの三つ

から構成されている。この中の Web サーバが

ブラウザとのやりとりを行う。アプリケーショ

ンサーバは、ブラウザからの要求を受け取った

時点でコンテンツ(HTML)を動的に生成し、結

果をブラウザに送り返す。また、データベース

サーバは Web ページのデータを管理している。 
本システムにおける情報提供の流れを図４

に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４．情報提供の流れ 
 
 6. システムの検証 

前節までのシステムが実際に有益であるか

どうかの検証実験を行った。本システムを実装

した環境は以下の通りである。 
・ OS－Red Hat Linux release 6.2J 
・ JSP－Tomcat4.1.2(Servlet2.3/JSP1.2) 
・ Java－j2dk1.4.2 
今回の実験では、50キーワード (ニュース、

エンターテイメント、スポーツ、趣味など)に
ついて検索を行い、ページ分析機能を手掛かり

としたページの選択や、検索結果のページから

ネットサーフィンすることによって得られた

情報に関する満足度、および全体的な操作性や

処理速度などに関して調査を行った（使用した

携帯電話は NTT DoCoMo の P505is である）。 
実験の結果、ページ分析機能は、各ページが

欲しい情報を多く含むページかどうか、つまり

そのページを参照すべきかどうかを判断する

際に非常に重要な手掛かりとなることがわか

った。Web ページ表示については、ほぼ全て 

 データベースサーバ 

Webブラウザ 

検索要求 

ウェブサーバ 

HTML生成・ 検索プログラム
送信 起動 

アプリケーションサーバ 

データベース結果送信
検索要求 
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のページで可能であり、ネット

ムーズに行うことができた。ま

理速度などに関しても満足の

た(図５)。 
別の携帯電話の数機種でも

ころ、NTT DoCoMo の携帯電

で良好な動作が確認された。ま

である au の機種でも検証した

機種で同様の結果を得ること

 
 7. まとめ 

本研究により、携帯電話か

情報を容易に取得ができるシ

ることができた。システム構築

や表示方法など、モバイルユー

に考慮にした。このシステムを

より、モバイルユーザは今まで

報を取得可能となり、非常に有

検証実験によって確認できた

今後の研究課題としては、ユ

ーバ上に保存し、常に欲しいリ

(気象情報など)や頻繁に利用

ンクを検索画面と同時に表示

ポータルサイトを構築するこ

れる。 
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検索結果
フィンもス

、操作性や処

ものであっ

を行ったと

は、全機種

、別キャリア

ほとんどの

きた。 

も Web 上の

ムを構築す

際は、操作性

ニーズを特

することに

に多くの情

あることが

の嗜好をサ

タイム情報

情報へのリ

、携帯電話版

どが挙げら

だいた、東海

科、菊池浩明
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